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⚫ 土地活用モデル大賞は、優れた土地活用事例を全国的に紹介しその普及を図ることを目的に、
一般財団法人 都市みらい推進機構の主催、国土交通省の後援により実施するものです。

Ⅰ 土地活用モデル大賞の概要

⚫ 土地活用に携わった事業者（法人（法人内のチームを含む））、まちづくり団体（都市再生推
進法人を含む）、NPO、任意団体（TMOなど）、個人、及び地方公共団体

（２）対象、応募資格

（１） 目的

（３）審査委員会
委員長 岸井 隆幸 一般財団法人計量計画研究所代表理事
委 員 浅見 泰司 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻教授

井出 多加子 成蹊大学経済学部名誉教授
姥浦 道生 東北大学災害科学国際研究所教授
土屋 勝俊 株式会社日本政策投資銀行地域調査部次長
廣瀬 公亮 国土交通省不動産・建設経済局土地政策課土地調整官
福岡 孝則 東京農業大学地域環境科学部造園科学科教授
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Ⅱ 対象とする土地活用

⚫ 土地の所有や利用の状態、事業規模の大小、取組主体の属性等に関わらず、土地活用の具体化
に当たってのスキームや体制の工夫、周辺地区の活性化、社会的な貢献、環境改善、取組の発

展性など、総合的な観点で審査

✓ 「課題対応性（地域における課題や経済・社会的な課題への適切な対応）」
✓ 「先導性（周辺への触発効果や他のプロジェクトに対する影響（インパクト）
など）」

✓ 「独創性（手法や仕組みの新しさ）」
✓ 「汎用性（他地域での応用のしやすさ）」

本大賞が想定する「土地活用」

審査の視点

土地が有する効用の十分な発揮、現在及び将来における地域の良好な環境の

確保等に資するプロジェクトで、既に利用されているものの最適
活用や、低未利用のものの創造的活用等を図り、土地の適正な
「利用」や「管理」を行う取組
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スケジュール
・募集締切 ： ７月３０日（火）午後５時（必着）
・１次審査 ： ８月中旬
・１次通過プロジェクトヒアリング： ９月１２日（木）午前
・現地調査等 ： ９月１８日（水）、９月１９日（木）、

９月２６日（木） のいずれか
・最終審査 ： １０月上旬
・表 彰 ： １０月３０日（水）午後

Ⅲ 審査等のポイント
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１次審査
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１次通過プロジェクトヒアリング

 

 

 

＜１次通過プロジェクトヒアリングの予定日＞

令和6年9月12日（木）午前
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現地調査

＜現地調査の候補日＞

令和6年
9月18日（水）、9月19日（木）、

 9月26日（木）

最終審査

国土交通大臣賞
１点を予定

審査委員長賞
１点を予定

都市みらい推進機構
理事長賞
１点を予定
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応募される方は、以下のフォームへのご入力をお願いします。

https://www.toshimirai.jp/tochikatsuyo-model-taisho/login.php
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